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10
月
30
日
か
ら
11
月
4
日
ま
で
、
町
内
５
会
場
で
住
民
懇
談
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
懇
談
会
で
は
、
名
取
町
長
が
町
の
財
政
状
況
と
第
５
次
富
士
見
町
総
合
計
画

（
後
期
）、
お
よ
び
来
年
度
の
政
策
方
針
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
質
問
等
の
う
ち
、
主
な
も
の
を
報
告
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
９
〜
10
月
に
町
内
を
大
型
の
台

風
21
号
・
24
号
が
通
過
し
、
多
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
住
民
懇
談
会
で
も
台
風
に

関
す
る
ご
質
問
や
ご
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

◆
主
な
被
害
の
内
容

　

・
停
電　

台
風
21
号　

８
０
０
戸

　
　
　
　
　

台
風
24
号　

３
，６
０
０
戸

　

・
農
業
用
ハ
ウ
ス　

全
壊
13
棟

　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
壊
15
棟

　

・
家
屋
の
被
災　
　

一
部
損
壊
２
件

　

・
農
機
具
小
屋　
　

全
壊
２
件

　

・
河
川
道
路
の
被
害　

63
件

　

・
富
士
見
高
原
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の
被
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
ホ
ー
ル

◆
役
場
や
町
内
組
織
の
主
な
対
応

○
総
務
課

　

・
台
風
に
備
え
て
事
前
配
備
会
議

　

・
有
線
（
告
知
）
放
送
等
で
の
事
前
の

　
　

注
意
喚
起

　

・
災
害
本
部
設
置
・
運
営

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
有
線
（
告
知
）
放
送

　
　

等
で
の
情
報
提
供

○
建
設
課

　

・
危
険
個
所
パ
ト
ロ
ー
ル
、
倒
木
処
理

　

・
宮
川
の
越
水
対
応　

　

・
町
建
設
事
業
協
同
組
合
と
協
力
し
、
災

　
　

害
の
応
急
復
旧

○
上
下
水
道
課

　

・
情
報
収
集
・
現
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　

・
上
水
施
設
停
電 

↓ 

町
職
員
が
対
応

　

・
下
水
施
設
停
電 

↓ 

町
職
員
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

委
託
事
業
者
が
対
応

　

※

10
月
５
日
に
完
全
復
旧
（
結
果
、
断
水
な
し
）

○
産
業
課

　

・
農
業
施
設
等
の
被
害
の
把
握

　

・
土
石
流
に
関
す
る
国
・
県
と
の
諸
調
整

○
子
ど
も
課

　

・
保
育
園
、
小
学
校
等
の
停
電
対
応

○
建
設
事
業
協
同
組
合

　

・
宮
川
の
越
水
対
応

　

・
危
険
個
所
パ
ト
ロ
ー
ル

　

・
災
害
の
応
急
復
旧
（
河
川
の
浚
渫
工
事
、

　
　

道
路
整
備
、
倒
木
処
理
）

○
消
防
団

　

・
９
月
30
日
深
夜
〜
10
月
１
日
未
明
に
か

　
　

け
て
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル

　

・
河
川
の
警
戒
、
倒
木
等
の
情
報
収
集
と

　
　

報
告

○
社
会
福
祉
協
議
会
・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・

　

民
生
児
童
委
員
・
住
民
福
祉
課

　

・
高
齢
者
台
帳
、
地
域
支
え
合
い
マ
ッ
プ

　
　

を
活
用
し
、
一
人
暮
ら
し
及
び
高
齢
者

　
　

世
帯
を
訪
問

　

※

社
会
福
祉
協
議
会
・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

で
は
要
支
援
者
の
対
応
を
別
途
実
施

◆
今
後
の
対
応

　

・
切
掛
川
・
母
沢
川
の
本
復
旧

　

・
避
難
施
設
（
学
校
等
）
の
機
能
強
化

　

・
避
難
所
の
備
蓄
物
資
の
充
実
と
個
人
備

　
　

蓄
の
啓
発

　

・
停
電
に
強
い
情
報
連
絡
手
段
の
確
保

　

・
避
難
情
報
（
準
備
・
勧
告
・
指
示
）
発

　
　

信
判
断
の
明
確
化

　

・
国
有
林
内
の
保
安
林
指
定
、
砂
防
事
業

　
　

の
早
期
実
現

●
台
風
21
号・24
号
の
災
害
状
況
に
つ
い
て

◆
防
災
関
連
の
質
疑
応
答

　
　

大
規
模
な
停
電
が
発
生
し
た
が
、
そ
の

　
　

原
因
と
今
後
の
対
策
は
。

　
　

原
因
は
倒
木
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。

　
　

今
後
、
中
部
電
力
と
主
要
な
道
路
の
電

線
、
電
柱
の
支
障
と
な
る
樹
木
の
除
去
に
つ

い
て
、
お
互
い
に
協
定
を
結
び
対
策
を
講
じ

て
い
く
。
そ
の
原
資
に
は
森
林
税
等
の
活
用

を
要
望
し
て
い
く
。

　
　

停
電
し
た
地
域
で
は
情
報
が
入
っ
て
こ

　
　

な
か
っ
た
。

　
　

町
で
は
有
線
（
告
知
）
放
送
、
防
災

　
　

メ
ー
ル
、
防
災
行
政
無
線
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
情
報
を
提
供
し
た
。
ま
た
21
号
の

際
に
は
、
詳
細
な
停
電
エ
リ
ア
が
分
か
ら
ず

に
情
報
を
提
供
で
き
な
か
っ
た
。
24
号
の
際

に
は
、
反
省
を
ふ
ま
え
中
部
電
力
の
職
員
２

名
が
役
場
に
待
機
し
、
停
電
エ
リ
ア
の
共
有
、

町
か
ら
の
復
旧
エ
リ
ア
の
優
先
順
位
の
指
示

な
ど
を
行
い
、
対
応
の
改
善
を
図
っ
た
。
今

QQＡＡQQＡＡ

国有林内の土石流の被害状況

し
ゅ
ん
せ
つ

問
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●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

●
そ
の
他
に
つ
い
て

後
の
課
題
と
し
て
、
速
や
か
な
情
報
提
供
と

停
電
エ
リ
ア
へ
の
情
報
発
信
が
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、
引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

　
　

国
有
林
内
で
発
生
し
た
土
石
流
に

　
　

つ
い
て

　
　

国
有
林
は
国
が
管
理
し
て
い
る
た
め
、

　
　

今
後
保
安
林
と
し
て
の
指
定
を
要
望
し
、

砂
防
対
策
を
お
願
い
し
て
い
く
。

　　
　

太
陽
光
発
電
に
対
す
る
町
の
方
向
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
違
法
行
為
に
対
し

　
　

て
は
法
令
・
条
例
に
基
づ
き
徹
底
し
て

対
応
し
て
い
く
。
正
式
な
申
請
に
基
づ
く
案

件
に
関
し
て
は
厳
密
に
審
議
し
て
い
く
。
今

後
条
例
を
制
定
し
規
制
を
強
化
す
る
。

　
　

区
に
対
し
て
業
者
か
ら
再
生
可
能
エ

　
　

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
相
談
さ
れ
る
。
役

場
の
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
か
。

　
　

相
談
窓
口
は
総
務
課  

企
画
統
計
係

　
　

（
☎
６
２-

９
３
３
２
）。

　
　

富
士
見
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
株
式
会
社
（
Ｆ

　
　

Ｍ
Ｋ
）
の
運
営
に
つ
い
て
、
今
後
パ
ネ

ル
の
劣
化
等
も
考
慮
し
て
い
る
の
か
。

　
　

現
在
Ｆ
Ｍ
Ｋ
か
ら
は
、
町
に
対
し
て
年

　
　

間
６
千
万
円
を
超
え
る
収
入
が
あ
る
。

事
業
を
開
始
し
て
５
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、

パ
ネ
ル
の
劣
化
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

な
お
富
士
見
町
の
日
照
時
間
は
近
年
２
千
時

間
程
度
で
あ
る
が
、
20
年
前
は
１
千
８
百
時

間
程
度
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
気
候
変
動
等

の
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
、
考
慮
し

て
い
る
。

　
　

パ
ノ
ラ
マ
リ
ゾ
ー
ト
の
支
援
に
つ
い
て
、

　
　

今
年
度
末
に
外
部
へ
の
借
金
が
な
く
な

り
、
支
援
計
画
が
一
区
切
り
す
る
が
、
引
き

続
き
中
長
期
的
な
施
設
整
備
を
実
施
し
て
い

く
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

一
区
切
り
と
な
る
の
な
ら
、
議
会
や
町
民

と
議
論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
町
が
施
設
を

所
有
し
、
そ
れ
を
修
繕
し
て
い
く
こ
と
に
不

安
を
感
じ
る
。

　
　

借
金
は
な
く
な
る
が
、
現
在
の
財
務
状

　
　

況
で
は
民
営
化
し
た
く
て
も
で
き
な
い
。

そ
の
中
で
町
に
雇
用
や
経
済
効
果
を
生
み
出

し
て
い
る
パ
ノ
ラ
マ
リ
ゾ
ー
ト
は
町
の
施
設

と
し
て
経
営
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
は
富
士
見
町
の
宿
命
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　

落
合
保
育
園
の
全
面
的
な
改
修
の
話
題

　
　

が
あ
っ
た
が
、
落
合
保
育
園
の
再
編
計

画
で
の
位
置
づ
け
は
？

　
　

落
合
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
当
面
は
使

　
　

用
を
続
け
て
い
く
た
め
に
今
年
度
改
修

を
実
施
し
た
。
長
期
的
な
方
針
と
な
る
と
現

時
点
で
は
申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

今
後
は
子
ど
も
の
人
口
も
減
る
の
で
、
町
全

体
で
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
同
時
に

年
少
人
口
の
減
少
を
抑
制
す
る
取
り
組
み
も

進
め
て
い
く
。

　
　

台
風
災
害
を
経
験
し
て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

　
　

の
強
靭
化
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。
水

道
管
も
古
い
も
の
が
多
い
の
で
、
積
極
的
に

耐
震
化
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
　

個
別
施
設
計
画
（
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

　
　

ン
ト
）
で
当
面
の
10
年
間
と
、
長
期
的

視
点
の
40
年
間
の
更
新
費
用
な
ど
を
算
出
し
、

施
設
更
新
を
具
体
的
に
定
め
て
い
る
。

　

現
在
、
耐
震
化
は
主
要
な
幹
線
を
中
心
に

整
備
を
進
め
て
お
り
、
２
０
２
１
年
ま
で
に

松
目
区
内
か
ら
富
士
見
小
学
校
ま
で
整
備
を

進
め
る
。
そ
の
後
は
、
数
年
か
け
て
富
士
見

小
学
校
か
ら
Ｊ
Ｒ
の
線
路
を
超
え
る
ま
で
の

範
囲
を
整
備
す
る
予
定
。

　
　

大
平
の
再
基
盤
整
備
の
結
果
や
大
平
の

　
　

負
担
金
の
仕
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
小
六
・
乙
事
の
再
基
盤
整
備

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　

大
平
で
は
水
田
か
ら
畑
地
へ
と
整
備
を

　
　

行
い
、
高
収
益
化
が
見
込
ま
れ
る
野
菜

等
の
作
付
け
が
可
能
に
な
っ
た
。
今
後
新
た

な
雇
用
を
生
み
出
し
公
益
も
創
出
さ
れ
る
。

負
担
金
は
株
式
会
社
カ
ゴ
メ
が
出
資
し
て
い

る
『
八
ヶ
岳
み
ら
い
菜
園
』
が
担
っ
て
い
る
。

　

小
六
や
乙
事
は
湿
田
を
畑
地
に
整
備
し
、

増
収
が
見
込
ま
れ
る
葉
物
野
菜
の
露
地
栽
培

を
進
め
て
い
く
。

　
　

若
者
に
対
し
て
町
内
企
業
の
Ｐ
Ｒ
が
必

　
　

要
で
は
な
い
か
。
自
分
も
町
内
で
知
ら

な
い
企
業
も
あ
る
。
東
京
で
開
催
さ
れ
る
セ

ミ
ナ
ー
は
地
元
企
業
と
連
携
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た

ら
ど
う
か
。

　
　

町
内
の
企
業
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は

　
　

重
要
と
考
え
る
。
町
内
企
業
の
様
子
を

把
握
す
る
た
め
に
今
年
度
か
ら
産
業
課
職
員

が
町
内
企
業
を
訪
問
し
、
企
業
の
困
り
ご
と

相
談
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
中
学
生
に
は
、

「
な
る
に
は
教
育
」
な
ど
職
業
感
を
学
ぶ
機

会
を
設
け
て
い
る
。
今
後
は
地
元
企
業
に
も

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
教
育
を
学

校
に
も
投
げ
か
け
る
。

　
　

国
内
の
観
光
地
に
外
国
人
が
増
え
て
い

　
　

る
と
聞
く
が
富
士
見
町
の
状
況
や
外
国

語
の
案
内
板
の
整
備
状
況
は
。

　
　

広
域
連
携
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
外
国
人

　
　

の
誘
客
）
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。
外
国
語
で
の
案
内
は
、
二
次

交
通
の
車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
は
実
施
し
て
い

る
。
今
後
は
八
ヶ
岳
観
光
圏
で
の
補
助
事
業

で
案
内
板
等
の
整
備
を
進
め
る
。

QQQQQQ ＡＡ

QQQQQQ ＡＡＡＡ ＡＡ

QQ

QQ

QQQQ ＡＡ
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　この他にもたくさんの貴重なご意見を
いただきました。詳細については町ホー
ムページをご覧ください。また住民懇談
会で配布した資料についてもホームペー
ジにアップロードしていますのでご確認
ください。

　皆さまからお寄せいただいたご意見を
参考に、これからもよりよい町づくりを
進めてまいります。

　ホームページ：
　http://www.town.fujimi.lg.jp

ＦＭＫからの収入推移

町への収入

H26実績
6,000

6,200

6,400

6,600

6,800

H27実績 H28実績 H29実績

（単位：万円）

富士見メガソーラー株式会社（FMK）の財政状況
平成26～29年度までのFMKからの収入

（土地代、売電利益、税含む）
・平成26年度以降、年6,000万円以上が町の収入となっている。
・事業の開始から町への収入として約2.7億円入っている。　

6,233
万円

6,438
万円

6,562
万円

6,711
万円


